








































































○ 作業に費やす時間と労力が陸威される ○ 教え方に縛られる















































































表面的観察 〈クラスの雰囲気〉 ● 気楽に質問できる､ いい雰囲気を作りましたO こんな雰囲気がとても大切なの
く 〉 だと実感しましたO 【-】
〈話し方〉 ● それに即座に答えられる説明力もやはり教師としては基礎力として持っておく
〈練習方法〉 必要があると痛感しました○『】
〈立ち位置〉 ● 自分が早口に話しているなあと感じましたO 任》
〈導入の仕方 (自然さ暮学習 . 文忠 桝受業では機械的な ドリルが多いようですO か】
者の脚 Ll)〉 ● 自分が授業をしたあと､ 今まで見えていなかったことが見えてきました0 例え
く教師の性格〉 ば､ 先生の立ち位匿ですO 私はずつと教壇の前から動きませんでした○ 駄》
〈発話>
く時間配分〉
● 時間の流れがスムーズで､ テンポよく授業が進んでいきました0 匹】
表面的観察から 〈教材〉 ● 教材が豊富でよく準備されている○教室の大きさ､ 学習者が見易いように大判
方法へ 〈練習方法〉 のコピーをされていたO 絵カードもその課で使嗣されるものをケースに入れて
く学習者の反応〉 持ち運びやすいようにしている○また指し棒が可愛らしく､ 注目を浴びた○『】
〈応用力〉 ○ 先生はプリントを用意して､ 動詞の r感形J ｢ない形｣ の活用を審力せ ていま
した○活用練習のときに､ 言わせるだけでなく､ 勘 ､せることで､ より定着す
ると思うので､ この方法は効果的だと思いましたO 【A】





方法から内容へ 〈教材〉 ○ 学習者に教材教具を見せ､ 練習させることがある意味で効果的であるが､ 学習
く板書〉 者を自分にとって必要な場面を考えさせ､ それに応 じて練習したほうが効果的
〈学習者からの質問応答力〉 であるのではないか m 】
く文型説明の豊と質〉〈説明 ● 板勧 グヾ}Lr プ別に分けてありました0 板露もただ､ 審 くことではなく､ 学習
のわか りやすさ〉 者の理解を促す道具であることを実感 しましたO Pl】
〈場面設定〉 ○ ｢～てほしいんです机 の説明で 後ろに ｢あなたはどうですか｣ が 選れてい
るのだ､ という説明が､ なるほど～と思った○ 【A】




○ 教師にとって質問 封軌 ､ものだが､ 学習者にとってはいつでも質問を受け入れ
てくれて的確に答えて くれる先生がいい先生だと思うので､ (筆者中略) そ し
て質問を恐れないようにするには､ 文法番などを読 み､ 念入 りに準備 しておか
なー仇 まならないと思った○ 【A】
○ 先生 と話す時 ｢～してもらいたい｣ の代わりに ｢～していただきたい｣ にしな
のわかりやすさ〉 けれ ね らないと注鼓しなかつたですO 文型が ｢～してもらいたいJ か らだと
〈シラバス検討と実践〉 思います0 それで､ 2 時限にボランティアが来たときに､ 学生の一人が r｣ 先
生､ ボランティア､ 紹介 してくれない? 』と聞きましたO 初級レベルで敬語の
正 しい使い方をどこまで学生に要求 した らいいで しょうかO 【l]
○ シラバス検討で､ 文型の形態とか､ 意味を調べてまとめていますが､ 男敬 二学
習者に教えるときには､ 文法的な説明ばか りではな く､ 本当に噛み砕いて､ 説
明しな くてはいけないのだと改めて実感 しましたO E 】
〈マニユアJLn 矛盾〉 ● 参考藩の中には､ どれが丁寧なのか､ という説明について受身を使った尊敬表
現は ｢お～になります｣ や特別な形の繊 吾よりも敬意の度合いが落ちるので
注意が必要と審いてあるものもありますが､ 男祭､ 気持ちや敬意の度合いによ
つて尊鮎 吾を使い分けることはあま りないように感 じています し､ 気持ちの度
合いによって 3 つを使い分けるという説明はあいまいで､ 適切ではなしV )では
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